
地 域 再 生 計 画 

 
１．地域再生計画の名称 

元気の３本柱再生計画～山が元気、川が元気、海が元気～ 
 

２．地域再生計画の作成主体の名称 
大分県臼杵市 

 
３．地域再生計画の区域 
臼杵市の全域 

 
４．地域再生計画の目標 
臼杵市は平成１７年１月１日に大野郡野津町との合併により、人口４４，０００人、面

積２９１．０２k㎡の大分県東南部に位置した地域です。 
 臼杵市には国宝「臼杵石仏」を代表とした文化財が多く残され、城下町の街並みも歴史

の「古さ」をイメージさせてくれます。また豊かな地域資源にも恵まれ、河川は野津川が

市内南西部を東西に流れ、臼杵川・末広川・熊崎川が豊後水道に面した臼杵湾に注ぎ、い

ずれもこれらの河川沿いに水田がひらけ、田園風景はどこか懐かしく日本の原風景を感じ

させます。これらの資源は、地域の伝統・文化や産業、住民の元気の源となってきました。 
 しかしながら、高度成長期を通じて物質的には豊かになったが、同時に公共用水域の水

質汚濁が進み、臼杵市では快適で暮らしやすい生活環境の確保の観点から昭和５１年より

市街地を中心に公共下水道整備事業、平成２年から山間部周辺で合併処理浄化槽設置整備

事業に着手し、また旧野津町では平成５年から特定環境保全公共下水道整備事業、平成１

６年からは市町村設置型浄化槽整備事業を実施しています。平成１５年度末の両市町を合

算した生活排水処理率は４４．１％で県内平均を下回っている状況です。また、一部の地

域では生活排水や工場・事業所等の排水が原因となり水質の保全が十分ではなく生活排水

対策の遅れは否めません。 
 このため、この臼杵独自の資源に、地域の特性に応じた下水道事業、合併処理浄化槽の

設置による生活排水の浄化による活力を与え、安全な農作物がよく育つ土壌での有機栽培

農業や臼杵の特産物である「カボス」栽培の推進、また蛍が育ち乱舞するような水辺環境

及び「ふぐ」などの魚介類が豊富な海への回復を図り、「地場産業の活性化」を目指すとと

もに、水辺環境の保全、田園の保全など自然と調和した衛生的な居住環境の中で市民の健

康を守り、ゆとりと潤いのある地域の再生を目指す。 
（目標１）汚水処理施設の整備の促進（生活排水処理率 44.1％から 47.0％に向上） 
（目標２）農業生産物出荷量の増加（カボス出荷量 1,300ｔから 1,500ｔに向上） 



５．目標を達成するために必要な事業 
（５－１）全体の概要 
  臼杵市全域を対象とした既設集合排水処理地域を除く地域において、生活排水処理施

設整備を行う。これにより水質汚濁や悪臭などが解消され自然環境が守られ市民が衛生

的でうるおいのある生活を営むことができる。また健やかな川や海、豊かな土壌を資源

とした臼杵特産の「カボス」や「ふぐ」など地元産品による地場産業の活性化を行う。 
  なお、特定環境保全公共下水道事業においては、平成１６年３月２２日付けで事業認

可済みである。 
  
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
   ［事業主体］ 
     ・いずれも臼杵市 
 
   ［施設の種類］ 

・特定環境保全公共下水道施設 
・個人設置型浄化槽施設 
・市町村設置型浄化槽施設 
 

 ［事業区域］ 
・特定環境保全公共下水道・・・野津町野口地区、迫地区    
・個人設置型浄化槽・・・臼杵市全域（公共下水道整備区域、農・漁業集落排

水整備区域、及び市町村設置型浄化槽整備区域を除く）        

・市町村設置型浄化槽・・・臼杵市全域（公共下水道整備区域、農・漁業集落

排水整備区域、及び個人設置型浄化槽整備区域を除く） 
 ［事業期間］ 

・特定環境保全公共下水道   平成１７年度～１９年度 
・個人設置型浄化槽      平成１７年度～１９年度 
・市町村設置型浄化槽     平成１８年度～１９年度 
 

   ［整備量］ 
・特定環境保全公共下水道   φ７５～１５０ｍｍ Ｌ＝３，４０４ｍ 
・個人設置型浄化槽      5人槽  ２５２基 

                    ７人槽   ４６基 
              １０人槽    ４基 
 



 
・市町村設置型浄化槽     5人槽   ３０基 

                    ７人槽   ２６基 
              １０人槽    ４基 
 

 なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 
 ・特定環境保全公共下水道・・・野口地区で１７１人、迫地区で５１人 
 ・浄化槽・・・臼杵市全域（公共下水道整備区域、農・漁業集落排水整備区域、及び既

設浄化槽整備区域を除く）で９７７人 
  
   ［事業費］ 

特定環境保全公共下水道   ２６０，０００千円 
（うち、単独３０，０００千円） 
（うち、国費１１５，０００千円） 
 

個人設置型浄化槽      １１０，１９０千円 
（うち、単独    ０千円） 

              （うち、国費３６，７３０千円） 
 

市町村設置型浄化槽      ５８，５００千円 
（うち、単独    ０千円） 

              （うち、国費１９，５００千円） 
 
     合計            ４２８，６９０千円 

（うち、単独３０，０００千円） 
（うち、国費１７１，２３０千円） 

 
（５－３）その他の事業 
 ・カボス振興策 
  カボス園地の荒廃を食い止めるとともに、樹園地の流動化推進を行う「うすきいろ（臼

杵色・薄黄色）」カボスである、完熟カボスの出荷を増やす。カボス栽培への取り組みが

推進されるため加工品開発など農業産業の活性化が図られる。 
 ・安心、安全な産品づくり 
  野津町の有機栽培農業の推進、地元旬野菜の消費推進事業などを通じて、安心・安全

な産品づくりを推進したい。さらに体験農業や家庭菜園応援事業を推進し、自然と生活

の調和を図っていくことで、地域資源を生かした活力ある産業づくりを支援していきた



い。 
 
６．計画期間 
 平成１７年度～１９年度 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 
 計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査及び評価等を実施する。また、事

業実施中に各年度ごとに状況を確認し、目標達成が危ぶまれる場合には、市報やＣＡＴＶ

により市民への啓発を行うなど適切な処置をとり、生活排水処理率向上のための推進を図

っていく。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
 該当なし 
 
 


